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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
と
い
う
新
し
い
年

を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に

日
々
の
生
活
に
勤
し
ん
で
い
る

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
明
る
く
、
そ
し
て
穏
や
か

な
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
町

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動
並
び

に
町
政
全
般
に
対
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
皆
様
方
の
力
強

い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
議
会

活
動
に
専
念
し
、
地
域
の
振
興

を
始
め
、
町
政
の
発
展
に
微
力

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
、
改
め

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
に
町
内
小
学
校

３
校
と
中
学
校
２
校
を
１
校
に

再
編
し
た
「
六
戸
町
立
義
務
教

育
学
校
六
戸
学
園
」
が
開
校
し

ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
学

び
が
平
等
と
な
る
と
と
も
に
、

よ
り
よ
い
学
習
環
境
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　
内
外
の
政
治
経
済
・
社
会
情

勢
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
本
年
も
住
民
の
皆
様

の
負
託
と
御
期
待
に
添
う
べ
く
、

年
の
初
め
に
志
し
た
計
画
・
信

念
に
基
づ
い
て
懸
命
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町

民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
町
執

行
機
関
と
お
互
い
に
緊
張
感
を

持
ち
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

町
民
の
幸
せ
を
願
い
、
皆
様
と

共
に
歩
む
議
会
と
な
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
は
、
尚
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月

　
　
六
戸
町
議
会
議
長

　
下
田
　 

敏
美

新
年
新
年
の
ご
の
ご
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
い
、

　
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て
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12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　
12
月
定
例
会
は
令
和
６
年
12
月
６

日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
19
件
の
案
件
が
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
し
た

結
果
、
議
員
全
員
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
３
議
員
が
登
壇
。

六
戸
学
園
の
通
学
路
、
診
療
所
の
運

営
、
消
防
団
員
の
大
型
自
動
車
免
許

取
得
、
旧
柳
沢
駅
交
差
点
に
つ
い
て

の
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
主
な
審
議
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

条

例

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
18
歳
以
下
に
拡

大
　
子
ど
も
の
対
象
年
齢
を
高

校
卒
業
年
度
相
当
年
齢
の
18

歳
以
下
に
拡
大
し
、
こ
れ
ま

で
の
３
年
間
ご
と
の
見
直
し

を
廃
止
し
ま
す
。

　
施
行
日
は
令
和
7
年
4
月

1
日
か
ら
。

◇
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当

額
を
引
き
上
げ

◇
町
特
別
職
・
一
般
職
員
の

期
末
手
当
額
を
引
き
上
げ

　
青
森
県
人
事
委
員
会
の
給

与
勧
告
に
準
じ
、
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
ま

す
。

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
６
５
８
５
万
円

を
増
額

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
６
５
８
５
万

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
が
１
４
１
億
５
２
７
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
7
㌻
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）
主
な
補
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
子
ど
も
医
療
費
助
成

（
１
９
３
万
円
）

▽
官
庁
街
線
街
路
灯
設
置
工

事
ほ
か　
（
２
７
５
万
円
）

▽
六
戸
学
園
の
部
分
引
き
渡

し
後
に
発
生
す
る
、電
気

代
や
上
下
水
道
料
の
光
熱

水
費　
　
（
３
９
５
万
円
）

工
事
の
請
負
契
約
の
変
更

◇
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園
建
築
工
事

　
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）

へ
約
７
０
０
席
の
移
動
観
覧

席
と
収
納
ス
テ
ー
ジ
を
追
加

し
、
屋
内
運
動
場
の
敷
地
内

の
高
低
差
の
調
整
や
、
学
園

に
設
置
す
る
書
籍
棚
の
家
具

及
び
各
工
種
を
精
査
し
た
こ

と
に
よ
る
増
額
で
す
。

・
契
約
金
額

（
変
更
前
）

　
54
億
３
２
３
３
万
円

（
変
更
後
）

　
55
億
６
０
９
７
万
円

・
変
更
後
工
期

　
令
和
5
年
7
月
21
日
か
ら

令
和
7
年
3
月
31
日

◇
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園
電
気
設
備
工
事

　
外
部
用
防
犯
カ
メ
ラ
及
び

監
視
装
置
の
設
備
等
を
追
加

し
、
各
工
種
を
精
査
し
た
こ

と
に
よ
る
増
額
で
す
。

・
契
約
金
額

（
変
更
前
）

　
７
億
１
２
２
５
万
円

（
変
更
後
）

　
７
億
３
２
８
３
万
円

・
変
更
後
工
期

　
令
和
5
年
7
月
21
日
か
ら

令
和
7
年
3
月
31
日

令和7年4月から
子ども医療費助成 高校生世代まで拡大！

建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
六
戸
学
園

令和７年は巳年です。巳年は景気が良くなると言われています。それでは蛇(巳）にまつわるお話です。巳年
トピックス

令和６年12月13日　意見交換会後、六戸中学生と
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一
般
質
問

六戸学園周辺の通学路の整備は
歩道と街灯整備を順次行う ― 町長

12
月
定
例
会
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問問　
六
戸
学
園
周
辺
は
カ
ー

ブ
が
多
く
、
街
灯
が
少
な

い
た
め
危
険
な
箇
所
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
通
学
路
の
安
全
対

策
は
。

町
長
町
長　
現
在
建
設
中
の
六
戸

学
園
前
の
町
道
に
、
延

長
約
３
３
０
㍍
、
幅
約
３
・
８

㍍
の
歩
道
を
、
犬
落
瀬
・
通
目

木
線
歩
道
整
備
工
事
に
よ
り
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
総

合
運
動
公
園
ま
で
の
移
動
の
安

全
対
策
と
し
て
、
新
規
に
横
断

歩
道
を
町
道
高
校
通
り
線
と
町

道
官
庁
街
線
に
設
置
し
、
段
差

を
解
消
す
る
切
り
下
げ
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
夕

方
や
夜
間
な
ど
暗
い
時
間
帯
の

安
全
確
保
の
た
め
、
高
さ
約
10

㍍
の
街
路
灯
1
基
を
、
町
道
官

庁
街
線
の
横
断
歩
道
付
近
に
設

松
ま つ

村
む ら

英
え い

子
こ

議員

置
す
る
予
定
で
す
。

問問　
六
戸
学
園
周
辺
の
防
犯

対
策
は
。

町
長
町
長　
官
庁
街
を
中
心
と
し

た
道
路
を
通
学
路
と
指

定
し
ま
す
。
子
ど
も
達
は
人
目

の
多
い
街
路
灯
の
あ
る
箇
所
を

歩
か
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

外
灯
が
必
要
な
場
所
に
は
こ
れ

か
ら
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

診
療
所
の
今
後
の
運
営
方
針
は

患
者
さ
ま
か
ら
頼
ら
れ
る
医
療
機
関
を
目
指
し
た
い
―
町
長

問問　
診
療
所
が
抱
え
る
財
政

的
な
問
題
や
課
題
を
踏
ま

え
、
健
全
な
診
療
所
運
営
を
目

指
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
か
。

町
長
町
長　
今
後
も
引
き
続
き
、

患
者
さ
ま
か
ら
頼
ら
れ

る
公
立
の
医
療
機
関
を
目
指
し
、

診
療
所
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
、

所
長
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
問
題
や
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

診
療
所
事
務
長

診
療
所
事
務
長　
令
和
７
年
度

予
算
編
成
に
向

け
て
、
６
つ
の
柱
を
掲
げ
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
１
つ
目

は
、「
介
護
と
福
祉
」
と
の
連

携
強
化
。
２
つ
目
は
、「
訪
問

診
療
」
の
拡
充
。
３
つ
目
は
、

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
受
診
で

き
る
体
制
づ
く
り
」。
４
つ
目

は
、「
町
民
、
他
院
か
ら
頼
ら

れ
る
医
療
機
関
を
目
指
す
」。

５
つ
目
は
、「
町
の
健
診
、
予

防
事
業
へ
の
協
力
」。
最
後
に
、

「
介
護
・
福
祉
・
健
康
増
進
分

野
と
の
連
携
強
化
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
所
長
自
ら
率
先
し
て
、

患
者
さ
ま
の
要
望
に
応
え
、
頼

り
に
さ
れ
る
よ
う
な
医
療
機
関

を
目
指
す
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

不登校児保護者の
離職状況は
具体的な情報は把握
していない ― 教育長

問問　
不
登
校
児
を
持
つ
保
護

者
の
離
職
に
つ
い
て
、
町

で
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長

教
育
長　
長
期
欠
席
（
不
登

校
）
の
児
童
生
徒
に

係
る
保
護
者
の
離
職
状
況
に
つ

い
て
、
学
校
等
で
の
面
談
の
中

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
具
体
的
な
情
報
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
離
職
や
転

職
は
、
子
ど
も
の
長
期
欠
席
が

直
接
的
な
原
因
な
の
か
、
間
接

的
な
も
の
な
の
か
、
判
断
は
難

し
く
、
各
家
庭
の
事
情
で
も
あ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
特
別
の
対

応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

現在、六戸学園前の通学路整備をおこなっている

頼られる医療機関を目指す診療所

青森県にいる蛇は８種で
①アオダイショウ　②シマヘビ　③ジムグリ　④シロマダラ　⑤ヒバカリ　
⑥タカチホヘビ　⑦マムシ（毒）　⑧ヤマカガシ（毒）

巳年
トピックス
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一
般
質
問
誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

長
な が

根
ね

一
か ず

男
お

議員

問問　
第
一
分
団
、
第
六
分
団

に
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
常
備
さ
れ
て
い
る
が
、

大
型
自
動
車
免
許
が
な
い
と
運

転
が
で
き
な
い
。
自
費
で
取
得

し
て
い
る
、
大
型
自
動
車
免
許

取
得
の
経
費
を
助
成
す
る
考
え

は
。町

長
町
長　
国
で
は
、
消
防
団
員

の
準
中
型
免
許
の
取
得

促
進
等
に
つ
い
て
必
要
な
取
り

組
み
を
行
な
う
よ
う
、
令
和
６

年
９
月
26
日
付
で
各
自
治
体
に

通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
車
両
を
運
転
で
き
る
団

員
が
い
な
け
れ
ば
円
滑
な
消
防

団
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
ま

た
、
消
防
団
員
の
確
保
の
た
め

に
も
、
免
許
取
得
に
つ
い
て
何

ら
か
の
財
政
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

他
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
、

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

金矢地区にバイパス道路を
今後、県と相談していく ― 町長

問問　
金
矢
地
区
を
通
る
、
県

道
22
号
線
に
は
上
北
自
動

車
道
の
六
戸
・
三
沢
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
金
矢
工
業

団
地
へ
の
通
勤
の
交
通
量
が
増

え
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い

る
。
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、

金
矢
地
区
の
住
宅
地
を
通
ら
な

い
、
バ
イ
パ
ス
道
路
新
設
の
考

え
は
。

町
長
町
長　
金
矢
地
区
を
通
る
、

県
道
22
号
線
は
主
要
地

方
道
三
沢
七
戸
線
の
道
路
改
良

事
業
を
三
沢
市
古
間
木
地
区
か

ら
当
町
の
金
矢
地
区
ま
で
の
延

長
１
・
０
１
２
㍍
区
間
に
つ
い

て
青
森
県
に
お
い
て
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
橋
梁
部
の
橋
台

等
の
工
事
を
順
次
施
工
予
定
で
、

道
路
用
地
の
取
得
も
並
行
し
て

進
め
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
道

路
新
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
青

森
県
と
各
種
協
議
の
場
で
、
そ

の
他
の
整
備
方
法
も
含
め
相
談

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
六
戸
・
三
沢
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
金
矢
地
区

の
住
宅
地
を
通
り
、
金
矢
工
業

団
地
に
入
る
大
型
車
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
橋
（　
新

金
矢
橋
）
が
完
成
す
る
と
、
三

沢
市
方
面
か
ら
上
北
自
動
車
道

へ
入
る
車
両
が
ま
す
ま
す
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
三
沢

市
か
ら
延
び
る
道
路
の
た
め
、

三
沢
市
と
協
議
し
道
路
整
備
を

青
森
県
へ
要
望
し
て
み
て
は
。

町
長
町
長　
県
道
22
号
線
沿
い
に

は
住
宅
が
あ
り
、
一
般

車
両
・
大
型
車
両
・
農
耕
車
両

の
３
つ
の
車
両
が
、
同
じ
道
路

を
使
う
こ
と
は
、
大
変
危
険
性

が
高
い
た
め
、
ま
ず
は
青
森
県

へ
安
全
対
策
を
要
望
し
、
道
路

整
備
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
員
に

大
型
免
許
取
得
の
助
成
を

支
援
策
を
検
討
―
町
長

地
域
の
安
全
の
た
め
活
動
し
て
い
る
消
防
団

（
令
和
7
年
1
月
5
日
）

（仮）

ことわざ①　鬼が出るか蛇が出るか(おにがでるかじゃがでるか)　…　
どんな恐ろしいことになるか予測できないことのたとえ。

巳年
トピックス

N

東北新幹線

211

十和田三沢線 ローソン

22

六戸三沢IC

10

金矢工業団地

小松ケ丘

至三沢市→

七百中

22

県
道
22
号
線　
道
幅
も
狭
く
交
通
量
も
多
い
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一
般
質
問問問　

六
戸
学
園
が
開
校
後
、

虫
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
フ
ッ
化
物
洗
口

を
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
実

施
し
て
は
。

町
長
町
長　
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
か
ら
、
当
町

に
お
い
て
も
、
前
向
き
に
検
討

し
て
良
い
事
業
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
業
経
費
や
実
施
に
向
け

た
周
知
や
体
制
整
備
な
ど
調
整

や
協
議
す
べ
き
事
項
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フッ化物洗口※の実施の考えは
前向きに検討 ― 町長

山
や ま

本
も と

　実
みのる

議員

問問　
旧
柳
沢
駅
交
差
点
で
令

和
６
年
９
月
23
日
に
発
生

し
た
死
傷
事
故
を
受
け
、
そ
の

後
の
町
の
対
策
は
。

町
長
町
長　
交
差
点
の
東
西
道
路

の
黄
色
区
画
線
の
引
き

直
し
、
赤
色
灯
の
設
置
、
桜
ケ

丘
団
地
の
北
側
の
樹
木
伐
採
を

行
い
ま
し
た
。

問問　
町
の
対
策
後
、
交
通
事

故
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

町
長
町
長　
死
傷
事
故
以
後
、
人

身
事
故
が
２
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

⃝定例会に限り、町政全般に関して議員が質問できます
⃝質問者の順番は通告した順番で行われます
⃝質問形式は「一問一答方式」で行います
⃝同一項目について質問の制限はありません
⃝一人60分の制限時間があります

次は３月に定例会があります。議会を傍聴してみませんか？

■問　議会事務局　☎55－4547

問問　
旧
柳
沢
駅
交
差
点
周
辺

の
町
内
会
や
当
町
議
会
か

ら
、
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、
警
察

の
回
答
は
「
保
留
」
と
な
っ
た
。

そ
の
理
由
は
。

町
長
町
長　
交
差
点
北
側
に
段
差

が
あ
り
、
車
が
時
速
50

キ
ロ
以
上
で
こ
の
段
差
を
通
行

す
る
と
車
体
が
跳
ね
上
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
交

差
点
の
ま
ま
で
信
号
機
を
設
置

し
た
場
合
、
青
信
号
で
速
度
を

落
と
さ
ず
交
差
点
に
進
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
事
故
が
誘
発
さ

れ
る
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
で
す
。

問問　
今
後
、
信
号
機
が
設
置

さ
れ
る
可
能
性
は
。

町
長
町
長　
道
路
形
状
を
変
え
な

け
れ
ば
設
置
は
難
し
い

た
め
、
警
察
と
も
協
議
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

桜ヶ丘団地北側の樹木が伐採された

旧柳沢駅交差点へ信号機を
道路形状を変えなければ難しい ― 町長

※
フ
ッ
化
物
洗
口

　
低
濃
度
の
フ
ッ
化
物
水
溶
液
で
、
一

定
時
間「
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
」を
行
う
方

法
で
、
む
し
歯
を
予
防
す
る
簡
易
な
方

法
。

ことわざ②　蛇の道は蛇(じゃのみちはへび)　…　
その道に通じた者は、その世界の事情に詳しいことのたとえ。

巳年
トピックス
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審議した議案の 否賛
議　案　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

専決処分 令和６年度一般会計補正予算（第５号）（1221万円を増額補正）

全
員
賛
成

承　
認

12
月
10
日

条例の一部
改正（専決処分）

六戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例（国民健康保険法の一部改正により、国民健康保険
の被保険者証が廃止されることに伴い、規定、字句の整理を行うため、所要の一部改正を行う）

規約の変更

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手
当組合規約の変更（構成団体である「西北五環境整備事務組合」が令和７年３月31日をもって解散
することに伴い、組合規約から「西北五環境整備事務組合」を削除するもの）

可　
　
決

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規
約の変更（構成団体である「西北五環境整備事務組合」が令和７年３月31日をもって解散すること
に伴い、組合規約の別表から「西北五環境整備事務組合」を削除するもの）

条　　例

六戸町犯罪被害者等支援条例
（犯罪被害者等の支援に関し必要な事項を定め、被害者支援を推進するため新たに制定）
六戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
（青森県人事委員会からの給与勧告に準じ、期末手当を引き上げ）
六戸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
（青森県人事委員会からの給与勧告に準じ、期末手当を引き上げ）
六戸町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
（青森県人事委員会からの職員の給与等に関する報告及び勧告に準拠し、職員の給料月額並びに初
任給調整手当、寒冷地手当、期末手当及び勤勉手当の額等を一部改正）
六戸町下水道事業整備基金条例の一部を改正する条例
（新たに地方公営企業法を適用した下水道事業会計が開始されたことに伴う、所要の一部改正を行う）
義務教育学校新設に伴う関係条例の整理に関する条例
（令和7年4月1日新設の六戸町立義務教育学校六戸学園開校に伴い、所要の改正を行う）
六戸町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例（子ども医療費助成の対象年齢の見直し）

令和６年度
補正予算

一般会計補正予算（第６号）（6585万円を増額補正）
国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）（32万円を増額補正）
介護保険事業特別会計補正予算（第２号）（323万円を増額補正）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）（14万円を増額補正)
国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）（2105万円を増額補正）
下水道事業企業会計補正予算（２号）（収益的収入3503万円増額補正、収益的支出2274万円減額補
正、資本的収入3281万円減額補正、資本的支出3293万円減額補正）

工事の契約

工事の請負契約の変更
（（仮称）六戸町立義務教育学校六戸学園建設工事。契約金額55億6097万円）
工事の請負契約の変更
（（仮称）六戸町立義務教育学校六戸学園電気設備工事。契約金額7億3283万円）

第７回定例会（開会　令和６年12月６日）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

一
般
質
問
者
を

も
っ
と
活
発
に

　
一
般
質
問
者
が
少
な
い
。

　
最
低
、
毎
回
４
～
５
人
あ
っ
て
欲

し
い
。　
　
　
　
　
（
男
性　
70
代
）

傍
聴
席
か
ら
ひ
と
こ
と

診
療
所
運
営
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
（
１
２
２
号
）、

以
前
よ
り
も
読
み
や
す
か
っ
た
。

　
診
療
所
運
営
で
す
が
、
高
齢
者
の

対
応
は
良
い
と
思
い
ま
す
が
予
防
接

種
の
時
だ
け
、
も
し
く
は
月
１
回
で

も
い
い
の
で
、
土
曜
日
対
応
で
き
た

ら
働
い
て
い
る
人
達
も
受
け
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
検
討
出
来
た
ら
と
感

じ
ま
す
。　
　
　
　
（
女
性　
60
代
）

　
議
会
か
ら
も
診
療
所
運
営
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
議
員
全
員
で

回
覧
い
た
し
ま
し
た
。
真
摯
に
受
け

止
め
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

問問　
旧
柳
沢
駅
交
差
点
周
辺

の
町
内
会
や
当
町
議
会
か

ら
、
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、
警
察

の
回
答
は
「
保
留
」
と
な
っ
た
。

そ
の
理
由
は
。

町
長
町
長　
交
差
点
北
側
に
段
差

が
あ
り
、
車
が
時
速
50

キ
ロ
以
上
で
こ
の
段
差
を
通
行

す
る
と
車
体
が
跳
ね
上
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
交

差
点
の
ま
ま
で
信
号
機
を
設
置

し
た
場
合
、
青
信
号
で
速
度
を

落
と
さ
ず
交
差
点
に
進
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
事
故
が
誘
発
さ

れ
る
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
で
す
。

問問　
今
後
、
信
号
機
が
設
置

さ
れ
る
可
能
性
は
。

町
長
町
長　
道
路
形
状
を
変
え
な

け
れ
ば
設
置
は
難
し
い

た
め
、
警
察
と
も
協
議
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ことわざ③　蛇に睨まれた蛙（へびににらまれたかえる）　…
恐ろしいものや苦手なものの前で、身がすくんで動けなくなる状態のたとえ。

巳年
トピックス
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令
和
６
年
11
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
県
外
行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
員
個
々
の
資
質
を
高
め
、
先
進
地
か
ら
学
び
、
政
策
提
言
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
北
海
道
内
の
白
糠
町
、
芽
室
町
、
中
札
内
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
し
た
内
容
と
研
修
報
告
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「ふるさと納税賞」５年連続受賞している。（町のパンフレットより）

白し
ら

糠ぬ
か

町ち
ょ
う

　白糠町は「子育て応援日本一の町」
がスローガンの、人口7千人余りの
町です。
　令和5年度はふるさと納税寄付額
が167億円で全国4位、寄付額の約
半分が町財政に積立てられていまし
た。この積み立てられた寄付額が、
子育て・移住定住・新規就農支援や
商品開発補助事業等に使われ、全国
の納税寄付者へ町の様々な最新情報
として発信されていました。その情
報と商品管理は、6人の役場職員が
担っており、ネット上での書き込み
等に細かく対応しているのは、自治
体というよりも企業を彷彿させられ
ました。
　当町ではまずは、返礼品の品数の
拡充、主力となる返礼品のPRの向
上が必要ではないかと感じました。

　また、白糠町だけでなく広域的な
視点から北海道十勝地域が共同して
発展していくような取り組みを行っ
ていたのが印象的でした。

テーマ「ふるさと納税について」

●総人口　7030人　
　世帯数　3956世帯
　（令和６年11月末現在）
●面　積　773.13㎢
●気候等　８月の平均最高気温が21.8
度。１月と２月の平均最低気温がマ
イナス13度。太平洋沿岸に位置す
るため降雪量は少なく、真冬でもほ
とんど除雪は不要。

　ふるさと納税賞５年連続受賞。過去
４年間で累計寄付者数は200万人に
達している。

議
員
県
外
行
政
視
察
研
修
へ

白糠町

中札内村芽室町

先先
進進
地地

北海道北海道

学学
か
ら
か
ら

べべ

Hokkaido

ことわざ④　藪蛇（やぶへび）　…
余計なことをして、かえって思わぬ災難を招くことのたとえ。

巳年
トピックス
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議
員
視
察
研
修

芽室町議会ではタブレットを有効に活用し説明を行っていた

芽め

室む
ろ

町ち
ょ
う

　芽室町議会は「分かりやすい議会、開かれた
議会、行動する議会」の実現に向けて取り組ん
でおり、最終的な目的は「住民福祉の向上」でし
た。
　議会の使命は政策立案、行政の監視と評価、
そのために住民参加、情報共有、機能強化を揚

げ、政策形成サイクルと通年議会制の導入で議
員間討議も含め活性化を図っていました。
　常に振り返りと検証を怠らず、議会が「住民
福祉の向上」に尽くしているかを問うていまし
た。さすが議会改革の先進地と感じました。

テーマ「議会改革と議会運営の取り組みについて」

●総人口　17774人　
　世帯数　8036世帯
　（令和６年12月25日現在）
●面　積　513.76㎢
●気候等　湿潤大陸性気候で寒暖差が非常に大きいの
が特徴。夏は30度以上、冬はマイナス20度以下に
なることがあり、年平均気温は約６度。年間降水量
は少なく、日本有数の晴天率を誇る。ゲートボール
発祥の地。とうもろこしの生産量日本一。議会改革
が活発で全国ランキングでは常に上位にランクイン
し、令和５年度町村議会特別表彰を受賞している。

視察時に他団体の研修会場として使用されていた体育館

　視察した中札内村交流の杜は、中札内高校の
廃校に伴い、隣接の宿泊施設の指定管理者であ
るユービックハウス社の提案によるスポーツ・
文化の総合施設で、四面のサッカー場があり、
日本サッカーユースU15の全国大会を誘致して
いました。
　平成21年開設からの施設改修工事費と備品等
は3億円余り、令和5年度の入場者数は27千人、
歳入80万円程に対し歳出4千万円程でした。
　空港近くにある立地条件や、サッカーに関係
したキーマンがいた事が活用の成功理由と感じ
ました。
　当町の５校の閉校後について、その活用や取
り壊しなど課題は多いが、民間企業などからの
企画提案等、当町に合った利活用の方法を検討
していきたいと思います。

テーマ
　「廃校施設の利活用について」

中な
か

札さ
つ

内な
い

村む
ら

●総人口　3823人　
　世帯数　1918世帯
　（令和6年12月末現在）
●面　積　292.58㎢
●気候等　平均気温は夏は20度前後、冬はマイナス10
度前後と寒暖差が激しい。北海道の中でもドライゾー
ンであるため、特に冬は降雨・降雪量が比較的少ない。
NPO法人「日本で最も美しい村」連合に加盟している。

青森県の蛇を祀っている主な神社①
猿賀神社（平川市）　…　蝦夷討伐の将上毛野君田道命が敗死後、大蛇になって
蝦夷を平定したという伝説があります。

巳年
トピックス
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水
管
橋
設
置
工
事

会
計
検
査
院
か
ら
指
摘

　
指
摘
を
受
け
た
の
は
小
松

ケ
丘
処
理
区
流
域
下
水
道
接

続
13
工
区（
水
管
橋
）工
事

を
発
注
す
る
際
の
設
計
内
容

で
、
独
立
水
管
橋
の
設
計
は
、

地
震
時
に
支
承
部
が
破
壊
し

た
場
合
で
も
、
通
水
管
が
落

下
し
な
い
よ
う
、
橋
軸
方
向

及
び
橋
軸
直
角
方
向
に
、
落

橋
防
止
構
造
を
設
置
す
る
こ

と
が
、
水
管
橋
設
計
基
準
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
の
設
計
で
は
、

橋
軸
方
向
の
落
橋
防
止
構
造

を
設
置
す
る
設
計
内
容
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
地
震
時
の
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

状
態
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。

　
今
回
の
指
摘
内
容
は
、
安

全
性
の
追
加
施
工
を
求
め
る

も
の
で
、
対
策
工
事
を
年
度

内
に
完
了
す
る
予
定
で
進
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
11
月
28
日
議
員
全
員
協
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
水
管
橋
設
置
工
事
に
係
る
会
計
検
査

院
か
ら
の
指
摘
事
項
、
六
戸
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
、
町
民
バ
ス
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
町
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

六
戸
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定

　
町
で
は
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
の
趣
旨
に
則
り
、
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
、
犯
罪
被

害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
回

復
又
は
軽
減
及
び
犯
罪
被
害

者
等
の
生
活
の
再
建
を
図
り
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

全
員
協
議
会

支
援
の
概
要

■
相
談
受
付

　
相
談
窓
口
は
総
務
課
と
な

り
、
被
害
者
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
支
援
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
、
町
の
関
係
課

や
関
係
機
関
と
調
整
・
対
応

を
行
い
ま
す
。

■
見
舞
金
、
支
援
金
の
支
給

　
犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
や
居
住

の
安
定
を
図
る
た
め
見
舞
金

や
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
11
月
１
日
、

上
北
郡
町
村
議
会
主
催
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
に
参

加
し
た
。
講
師
は
㈱
エ
ン

ジ
ョ
ブ
の
須
田　
紘
彬
氏
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
え

ば
思
い
つ
く
の
は
パ
ワ
ハ

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
カ
ス
ハ

ラ
ぐ
ら
い
し
か
思
い
つ
か

な
か
っ
た
が
、
資
料
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
カ
オ
ス
マ
ッ

プ
に
は
57
も
あ
る
。

　
講
師
は
こ
の
研
修
の
目

的
を
、
誰
し
も
が
「
無
意

識
の
う
ち
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
」
常
に
自

戒
の
念
を
持
ち
な
が
ら
、

他
人
を
敬
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
た
。

　
研
修
の
内
容
は
裁
判
例

を
だ
す
な
ど
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
か
っ
た
が
、
こ

れ
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
相
手
で
は
、

本
当
に
注
意
深
く
発
言
し

な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

　
松
橋　
一
男

上
北
郡
内
の
議
会
が
集
ま
り
研
修
し
た

　令和７年４月に開校する六
戸学園の登下校スクールバス
は、町所有全てのバスを使用
予定のため、町民バスの運行
路線と便数の見直しを行い、
４月１日から新たな運行経路
と時刻表で運行します。

令和７年４月から
町民バス便数、路線　減少

◇
遺
族
見
舞
金

・
対
象
者　
被
害
者
の
遺
族

・
支
給
額　
30
万
円

◇
重
症
病
見
舞
金

・
対
象
者　
被
害
者
本
人

・
支
給
額　
10
万
円

◇
転
居
費
支
援
金

・
対
象
者　
被
害
者
本
人
と

そ
の
家
族
・
遺
族

・
支
給
額　
対
象
経
費
の
合

計
額
ま
た
は
20
万
円
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額

■
施
行
日

　
令
和
７
年
4
月
１
日

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

研

修

に

参

加

全
員
協
議
会
ほ
か

青森県の蛇を祀っている主な神社②
白蛇神社（弘前市）　…　江戸時代には疫病の沈静を願い、多くの村人が参拝したと
いわれています。

巳年
トピックス
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人
と
の
出
会
い
に
感
謝

　　

人
生
の
中
で
人
と
の
出
会
い
程
あ
り

人
生
の
中
で
人
と
の
出
会
い
程
あ
り

が
た
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
沢

が
た
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
沢

山
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
今
こ
う
し
て

山
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
今
こ
う
し
て

生
活
で
き
て
い
る
事
、
本
当
に
感
謝
の

生
活
で
き
て
い
る
事
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

小
学
生
の
頃
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
教

　

小
学
生
の
頃
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
教

え
て
く
れ
た
先
生
、
ま
た
、
陸
上
を
指

え
て
く
れ
た
先
生
、
ま
た
、
陸
上
を
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
今
で
も
写

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
今
で
も
写

真
を
見
て
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

真
を
見
て
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　　

5050
人
近
い
部
員
が
い
た
中
学
の
バ
レ

人
近
い
部
員
が
い
た
中
学
の
バ
レ

ー
部
。
上
北
郡
内
の
大
会
で
１
位
を
と

ー
部
。
上
北
郡
内
の
大
会
で
１
位
を
と

り
、
県
大
会
に
参
加
。
今
で
も
仲
間
で

り
、
県
大
会
に
参
加
。
今
で
も
仲
間
で

昔
の
話
を
し
て
い
ま
す
。

昔
の
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
担
任
の
先
生
の
言
葉
で
人

　

高
校
で
は
担
任
の
先
生
の
言
葉
で
人

生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

高
卒
で
仕
事
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま

　

高
卒
で
仕
事
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
高
校
の
担
任
の
先
生
は
「
こ
れ

し
た
。
高
校
の
担
任
の
先
生
は
「
こ
れ

か
ら
女
性
で
も
資
格
の
時
代
が
来
る
の

か
ら
女
性
で
も
資
格
の
時
代
が
来
る
の

で
、
大
学
に
行
っ
た
方
が
よ
い
」
と
話

で
、
大
学
に
行
っ
た
方
が
よ
い
」
と
話

し
、
私
の
家
ま
で
来
て
く
だ
さ
り
、
今

し
、
私
の
家
ま
で
来
て
く
だ
さ
り
、
今

の
私
が
あ
り
ま
す
。

の
私
が
あ
り
ま
す
。

　

沢
山
の
方
々
の
応
援
、
指
導
が
あ
り
、

　

沢
山
の
方
々
の
応
援
、
指
導
が
あ
り
、

半
世
紀
が
す
ぎ
て
も
今
の
仕
事
が
続
け

半
世
紀
が
す
ぎ
て
も
今
の
仕
事
が
続
け

ら
れ
る
事
、
本
当
に
人
と
の
出
会
い
に

ら
れ
る
事
、
本
当
に
人
と
の
出
会
い
に

感
謝
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
半
歩
、

感
謝
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
半
歩
、

一
歩
と
ゆ
っ
く
り
新
し
い
出
会
い
に
も

一
歩
と
ゆ
っ
く
り
新
し
い
出
会
い
に
も

感
謝
し
、
日
々
生
活
し
て
い
こ
う
と
心

感
謝
し
、
日
々
生
活
し
て
い
こ
う
と
心

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

松
村　

英
子

松
村　

英
子

広
報
委
員
の

⃝

外
壁
工
事
が
間
に
合
う
の
か

不
安

⃝

１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
い

て
楽
し
み

⃝

六
学
に
な
る
こ
と
は
嬉
し
い

け
ど
、
六
中
・
七
中
が
な
く

な
る
の
は
悲
し
い

⃝

日
本
一
の
六
戸
学
園
に
な
っ

て
ほ
し
い

⃝

心
の
準
備
が
ま
だ
で
き
て
い

な
い

⃝

今
あ
る
こ
と
に
囚
わ
れ
な
い
、

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
学

校
に
し
た
い

⃝

自
動
販
売
機
が
ほ
し
い

⃝

交
流
で
き
る
楽
し
み

⃝

六
中
、
七
中
の
体
育
館
を
解

放
し
て
ほ
し
い

⃝

低
学
年
を
ま
と
め
る
こ
と
へ

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

⃝

仲
良
く
で
き
る
か

⃝
校
則
を
生
徒
と
一
緒
に
考
え

た
い

中
学
生
か
ら

出
さ
れ
た
意
見

（
一
部
抜
粋
）

　
「
六
戸
学
園
」
の
今
年
４
月

開
校
を
前
に
、
最
初
の
卒
業
生

と
な
る
中
学
２
年
生
の
生
徒
か

ら
新
学
校
へ
の
率
直
な
思
い
と

意
見
を
聴
く
目
的
で
、
議
会
と

の
意
見
交
換
会
を
令
和
6
年
11

月
27
日
に
七
百
中
学
校
、
12
月

13
日
に
六
戸
中
学
校
の
両
校
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
、
議
員
の
服

装
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
、
生
徒
は
ジ

ャ
ー
ジ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
、
議
員
１
人
と
生
徒
３

～
４
人
の
テ
ー
ブ
ル
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
各
テ

ー
ブ
ル
で
は
対
話
の
ツ
ー
ル
に

サ
ウ
ン
ド
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

学
園
へ
の
期
待
や
不
安
、
勉
強

や
部
活
、
友
人
と
の
つ
な
が
り

等
を
話
し
な
が
ら
模
造
紙
に
書

き
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
生
徒
に
は
個
別
に
「
ど
ん
な

学
園
に
な
っ
て
欲
し
い
か
」
を

自
由
に
書
い
て
も
ら
い
、
各
議

員
は
新
学
園
の
施
設
と
部
活
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
運
営
に
つ

い
て
、
生
徒
の
質
問
に
優
し
く

丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
意
見
交
換
会
で
話

し
合
わ
れ
た
各
生
徒
の
意
見
を

集
約
し
て
、
教
育
行
政
に
お
け

る
議
会
か
ら
の
提
言
に
繋
げ
る

た
め
に
、
議
会
改
革
推
進
委
員

会
と
議
会
運
営
委
員
会
で
精
査

し
な
が
ら
、
議
会
と
し
て
の
取

り
組
み
課
題
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会

委
員
長　
杉
山　
茂
夫

六戸中学校の生徒と意見交換会の様子 生徒達が書いた模造紙 七百中学校の生徒と意見交換会の様子

聴
か
せ
て
　
　

聴
か
せ
て
　
　

    

み
ん
な

み
ん
な
のの
思
い
思
い

中
学
生
と
町
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

意
見
交
換
会
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

⃝

外
壁
工
事
が
間
に
合
う
の
か

不
安

⃝

１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
い

て
楽
し
み

⃝

六
学
に
な
る
こ
と
は
嬉
し
い

け
ど
、
六
中
・
七
中
が
な
く

な
る
の
は
悲
し
い

⃝

日
本
一
の
六
戸
学
園
に
な
っ

て
ほ
し
い

⃝

心
の
準
備
が
ま
だ
で
き
て
い

な
い

⃝

今
あ
る
こ
と
に
囚
わ
れ
な
い
、

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
学

校
に
し
た
い

⃝

自
動
販
売
機
が
ほ
し
い

⃝

交
流
で
き
る
楽
し
み

⃝

六
中
、
七
中
の
体
育
館
を
解

放
し
て
ほ
し
い

⃝

低
学
年
を
ま
と
め
る
こ
と
へ

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

⃝

仲
良
く
で
き
る
か

⃝
校
則
を
生
徒
と
一
緒
に
考
え

た
い

中
学
生
か
ら

出
さ
れ
た
意
見

（
一
部
抜
粋
）

青森県の蛇を祀っている主な神社③
白雲大龍神（弘前市）・・・　岩木山神社にある龍神様を祀った神社。近くに岩木山の湧水が
溜まった「白蛇の池」と呼ばれる池があり、龍や蛇に関連した信仰がみられます。

巳年
トピックス



　　

　

9
月
定
例
会
に
お
け
る
町

長
の
議
案
上
程
に
お
い
て
、

今
回
の
決
算
議
会
が
最
後
に

な
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
、
そ
の
真
意
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
質
問

の
中
で
の
次
期
の
進
退
を
明

か
し
て
い
く
の
が
通
例
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ

青
天
の
霹
靂
と
い
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

吉
田
町
長
の
足
跡
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令

和
7
年
度
開
校
の
六
戸
義
務

教
育
学
校
の
建
設
事
業
が
最

大
の
功
労
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
1
月
の
町
長
選
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
町
民
の

興
味
が
尽
き
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。広

報
委
員　
高
坂　
茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松　
橋　
一　
男

副
委
員
長　
松　
村　
英　
子

委　
　
員　
盛　
田　
嘉　
彦

長　
根　
一　
男

杉　
山　
茂　
夫

高　
坂　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下　
田　
敏　
美

編
集
後
記
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昨
年
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
プ

ロ
野
球
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
に
育
成
3

位
で
指
名
さ
れ
た
当
町
出
身

の
金
渕
光
希
投
手
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

も
記
事
に
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
町
広
報
が
掲

載
す
る
と
い
う
こ
と
で
見
送

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
3
位
に
輝
い
た
、
県
選

抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
竹

内
琴
音
選
手
と
末
林
新
菜
投

手
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

二
人
は
い
ず
れ
も
高
校
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
終
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
将

来
は
ぜ
ひ
地
元
の
子
ど
も
達

を
指
導
す
る
立
場
で
戻
っ
て

き
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

広
報
委
員　
高
坂　
茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松　
橋　
一　
男

副
委
員
長　
松　
村　
英　
子

委　
　
員　
盛　
田　
嘉　
彦

長　
根　
一　
男

杉　
山　
茂　
夫

高　
坂　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下　
田　
敏　
美

編
集
後
記

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
選
抜
で
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
さ
ほ
ど

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
メ
ン
バ
ー
で
練
習
が

な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
、
難
し
さ
も
感
じ
ま
し

た
。

（
末
林
）
知
ら
な
い
メ
ン
バ

ー
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
は

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六

戸
キ
テ
ィ
ー
ズ
で
一
緒
だ
っ

た
竹
内
さ
ん
が
い
る
の
が
わ

か
っ
た
時
は
安
心
し
ま
し
た
。

普
段
は
自
主
練
習
を
し
、
合

同
で
の
練
習
が
あ
る
時
に
は

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

（
竹
内
・
末
林
）
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
競
技
人
口
が
年
々
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
好
き
で
ず
っ
と
や
っ
て
き

た
の
で
、
多
く
の
年
代
の
方

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て

も
ら
い
、
楽
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

聞
き
手
　
高
坂 

　
茂

長
根 

一
男

（

）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
の

出
会
い

（
竹
内
）
母
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
経
験
者
だ
っ
た
の
で
、
小

学
２
年
の
時
に
六
戸
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
キ
テ
ィ
ー
ズ
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、
強
豪
校
の
柴

田
学
園
で
競
技
を
続
け
た
い

と
思
い
進
学
を
決
意
し
ま
し

た
。

（
末
林
）
小
学
３
年
の
時
に

友
だ
ち
に
誘
わ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
て
、

仲
間
と
一
緒
に
や
る
の
が
楽

し
か
っ
た
し
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
に
入
部
し
ま
し
た
が
、
メ

ン
バ
ー
が
不
足
し
て
い
た
の

で
、
二
八
連
合
の
４
校
合
同

チ
ー
ム
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。

佐
賀
国
ス
ポ
第
３
位

（
竹
内
・
末
林
）
当
初
は
、

国
ス
ポ
へ
の
出
場
を
目
標
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
東
北
総

合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
勝
し
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
第
３

位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
自
分
た
ち
の
自
信
に
つ

な
が
る
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

国
ス
ポ
で

大
変
だ
っ
た
こ
と
は

（
竹
内
）
国
ス
ポ
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
青
森
県
選
抜
メ
ン

バ
ー
は
予
選
会
を
経
て
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の

13
名
中
11
名
が
柴
田
学
園
女

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回はソフトボール
競技で活躍した
お二人です。

■プロフィール…竹内さんは折茂地区在住。六戸小、六戸中卒、柴田学園高等学校３
年。趣味は音楽鑑賞。末林さんは高森一地区在住。開知小、七百中卒、三沢商業高
等学校３年。趣味は編み物。お二人は令和6年度開催の第51回東北総合スポーツ大
会で優勝。SAGA2024　国民スポーツ大会　ソフトボール競技　少年少女　第３位
に入賞。青森県では 15年ぶりの出場、37年ぶりの入賞に貢献した。

竹た
け
　
う
ち内　

琴こ
と
　
ね音

さ
ん
㊨

末す
え
　
ば
や
し林　

新に
い
　
な菜

さ
ん
㊧

青
森
県
少
年
少
女
選
抜
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー


